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令和 7 年 7 月

令和 7 年度 令和 16 年度

１．事業概要

（１）

① 給　水

人

人

㎥／ha

② 施　設　

％

③ 料　金

＜料金表（1か月分）＞

（税込：円） （税込：円）

メ ー タ 口 径

13mm以下

20mm

25mm

30mm

40mm

50mm

75mm

100mm

施 設 利 用 率 76.7

施 設 数

1,870
5,720
9,020

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない） 平 成 26 年 ４ 月 1 日

1,320

中津川市の水道料金体系は、口径別基本料金と使用水量に応じた従量料金から構成されます。なお、基本料金
の範囲内で使用できる水量（基本水量）は設けていません。
現在の料金水準は、維持管理に必要な費用（営業費用）に、支払利息及び資産維持費（施設の維持・更新財源と
して必要な当年度純利益相当分）を含めた総括原価を賄う水準を目標として設定しています。

計 画 給 水 人 口 76,200
現 在 給 水 人 口 73,281

㎥／日

水量料金（1m3ごと）

1m3～10m3

1,164

基本料金（１か月）

51m3以上 176.0
16,830
26,070

中津川市水道事業経営戦略

事業の現況

法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分 法適用（全部）

団 体 名 ： 岐阜県中津川市

中津川市水道事業

計 画 期 間 ：

有 収 水 量 密 度

事 業 名 ：

策 定 日 ：

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

施 設 能 力 46,760

使用水量

119

63,690

21m3～50m3

～

管 路 延 長

88.0
11m3～20m3 121.0

148.5

351

供 用 開 始 年 月 日 昭和 33年 5月 1日　

水 源

ｋｍ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

110,880

浄水場設置数

配水池設置数

34

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他
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④ 組　織

＜組織体制＞

（２）

（３）経営比較分析表等を活用した現状分析

別紙１のとおり

これまでの主な経営健全化の取組

●費用部門
・平成17年合併当初の職員数は27名でしたが、平成22年には上下水道料金徴収関連業務及び水道施設巡視点検業務の外部委託を開始し、平
成26年8月から水道事業包括委託業務に切り替えた結果、職員数を適正化し14人まで減少しました。
・平成17年度以降、将来世代の負担軽減のために企業債残高の削減を行いました。
・令和4年度よりメーター検針の隔月化、料金センターの休業日（土日祝日）の導入などの経営効率化施策を実施し、経費削減を推進していま
す。

平成31年４月１日に組織改編により環境部門と上下水道部門が統合され、「環境水道部」が新たに組織されました。
水道事業は、水道経営課（水道事業の経営に関すること）、水道課（水道管の耐震化整備工事の実施・水道施設の維持管理）にて運営しており、
水道経営課は課長以下企画経営係４名、水道課は課長以下整備係５名、管理係３名から構成されます（R6.4.1現在）。

●収益部門
・平成17 年の市町村合併以降もバラバラだった水道料金を、平成22 年度から平成26年度にかけて段階的に統一し、給水収益の増収を図りまし
た（料金改定率 平均18.4％）。平成27年度以降の料金収入は、人口減少等の影響により、ほぼ横ばいで推移しています。
（令和4年度は水道メーターの検針を毎月から隔月検針に移行したため、11ヶ月分の給水収益が記録されています。）
・平成22～26年度に実施した料金統一を受けて、総務省の定める基準を超える繰入金の抑制が進んだ結果、一般会計からの繰入金総額は大
きく減少しました。
・令和5年度以降、市民への物価高騰対策として水道料金改定を行わなかった分の補填として基準外の繰入金として計上しています。

環境水道部 水道経営課 企画経営係

水道課 整備係

管理係

（４名）

（５名）

（３名）

（課長１名）

（課長１名）
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２．将来の事業環境

（１）

（２）

人口推計は、時系列傾向分析、コーホート要因法（国立社会保障・人口問題研究所）、中津川市総合計画、中津川市人口ビジョンを比較し、出
生・死亡の自然要因のほか、転入・転出の社会要因もより具体的に反映されている中津川市人口ビジョンに基づいて、給水人口を推計しました。
その結果、本市の給水人口は、今後も減少が続いていく見通しとなっています。

給水人口の予測

水需要の予測

水需要は、口径別の調定実績に基づき、給水人口の見通しより予測しました。給水人口の減少に伴い、有収水量も長期的に減少していく見通し
です。
令和10年度に西部テクノパークの開業が予定されており、新規水需要が見込まれますが、その後は再度減少に転じることを見込んでいます。

R4年度より隔月検針を開

始し、移行調整として11か

月分の調定である。

-3 -



（３）

（４）

料金収入の見通し

給水人口及び有収水量の減少に伴い、料金収入も長期的に減少していく見通しです。

これまで、上下水道料金徴収関連業務や施設運転維持管理業務の民間委託を開始し、平成27年度からは包括委託に移行することで、職員数
削減や組織スリム化を行ってきました。
しかし、職員数削減の影響で、若手技術職員の不足や職員の専門的知識の低下も懸念されています。
水道事業を将来にわたって安定して持続させるために、今後は、現状の組織体制・人員規模を維持していくことを前提に、業務に精通した職員の
育成及び技術力向上のため、官民連携により取り組んでいきます。
あわせて、水道運営の最終的な責任主体として、民を監督・指導するための職員の知識や技術力の維持・向上に向けた取り組みを進めていま
す。

組織の見通し

683 703 701 643 699 682 678 678 678 679 676 673 674 674 674 675 676 676 676 676

1,0351,0321,026
936

1,0171,0401,0221,0151,0111,0161,0111,0071,003 989 981 972 967 955 946 936

1,718
1,736
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1,722
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予測実績 料金収入の見通し

計画期間
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３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１）投資・財政計画（収支計画）

水道は、市民生活や社会・経済活動に欠くことのできない重要なライフラインとして、常に安全・安心な水を安定的に供給することが求められてお
り、平常時はもとより、災害などの非常時においても一定の給水を確保することが大きな責務です。
こうしたサービスを市民に提供し続けるためには、水道事業を取り巻く環境の変化に的確に対応した事業運営を行うことが必要であり、次の３つ
の基本方針に基づいた取り組みを進めます。

Ⅰ　安全な水道（いつでもどこでも、水をおいしく飲める水道）
・クリプトスポリジウム対策等の浄水機能改善、施設統廃合（よりよい水源への転換等）といった施策を推進し、更に安全、安心な水道水の安定
供給を目指します。
・水安全計画のPDCAサイクルを実践し、適切な運用を行うことで、水源から給水栓に至る総合的な水質管理を実施し、水道水質管理水準の向
上を図ります。

Ⅱ　強靭な水道（自然災害等による被災を最小限にとどめ、被災した場合であっても、迅速に復旧できるしなやかな水道）
・長期的な観点からアセットマネジメントに基づく水道施設更新計画を策定し、必要な財源確保に努めた上で、老朽更新や耐震化を着実に進展さ
せ、地震等の災害に強い水道の構築を推進します。
・危機管理マニュアルの改訂を行い、応急対策（応急給水、応急復旧等）の諸活動を迅速・的確に実施することを目指します。

Ⅲ　水道サービスの持続（給水人口や給水量が減少した状況においても、健全かつ安定的な事業運営が可能な水道）
・市町村のまちづくりの方向性と連動し、施設統廃合や合理化（ダウンサイジング、スペックダウン等）により、給水人口や給水量の減少に対応し
た施設再構築を検討、推進します。
・継続的な監視体制の強化、漏水調査の実施、計画的な老朽管更新を推進し、有収率の向上を図ります。
・経営基盤、技術基盤の強化のため、先進的に取り組んでいる官民連携を更に推進します。

①　収支計画のうち投資についての説明

目 標

令和16年度末における投資目標は、以下のとおりです。

・有収率：75％（R5年度実績66.2％、R4年度の全国平均89.8％）
・管路耐震化率：20.8％（R5年度実績14.2％、R4年度の全国平均19.5％）
・配水池の耐震化率：68.7％（R5年度実績59.3％、R4年度の全国平均65.1％）

別紙２のとおり

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

老朽更新や耐震化を着実に推進し、管路耐震化率及び有収率の向上を図り、収益性の改善を目指します。
今回の収支計画に計上されている主な事業実施計画は以下のとおりです。なお、リニア関連水道施設整備事業は、事業の実施時期が不明瞭な
ことや、工事受託金（外部資本）による工事であり、事業の大部分で収支が均衡となることから、今回の収支計画には見込んでいません。

【主な事業】
・実戸配水池耐震化事業【～令和9年度】
・蛭川地区ポンプ場更新事業【～令和14年度】
・遠方監視機器更新事業【～令和10年度】
・恵下第二配水池～手賀野配水池送水管耐震化事業【～令和8年度】
・老朽管路更新事業【～令和16年度】
・下水道、道路事業関連水道管改良事業【～令和16年度】
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③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

●受水費
・今後は有収水量の減少に伴い、受水量や受水費も減少する見込みです。
・将来、施設の統廃合に伴う県営水道からの受水の切替や、リニア車両基地への給水開始を行った場合には、受水費が大きくなることが見込ま
れます。受水費負担の軽減については、用水供給事業を行う県及び受水団体市町とも連携した検討を進めます。

●動力費・薬品費
・令和2年度以降の物価上昇を踏まえ、今後も実績値と同様な上昇傾向を示すものとして各年＋3.0％の費用上昇を見込んでいます。

●委託料
・民間のノウハウを活用して、コスト縮減・工期短縮等を実現しつつ、必要な老朽更新や耐震化を推進するため、水道事業等包括委託の業務範
囲を測量・設計業務や緊急性の高い小規模な設備更新工事まで拡大するための委託料を見込んでいます。

●修繕費
・適切な資産管理を推進し、水道施設の更新費用を抑制するための修繕費を見込んでいます。

●給水収益の確保
・給水収益については、独立採算の原則を踏まえ、必要な経費を収入で賄える料金回収率（100％以上）を目指します。現在は100％を下回って
いることから、上下水道事業経営審議会のご意見を伺いながら、水道料金改定の実施に向け検討を進めます。本収支計画では、令和7年度から
令和9年度にかけて、各年度10％の改定率で計3回の料金改定（令和6年度比で合計30％の改定）を予定しています。なお、令和12年度から当年
度純損失が発生する見通しであることから、令和12年度に4回目の料金改定（対令和11年度比で7.6％程度の改定）を追加することで、令和16年
度まで当年度純損失及び資金不足は発生しない見通しです。ただし、4回目の料金改定については、令和10年度から令和11年度に直近の財政
状況を踏まえ、料金改定の必要性について再度検証します。

●将来世代との負担の公平性
・将来世代に過度な負担を残さないよう、企業債残高収益比率400％未満を目標として、給水人口一人当たりの企業債残高を抑制します。投資
額に対する企業債の充当率は65％を基本とし、補助金等の活用も検討しながら、随時適切な水準を検討します。

●安定的な資金の確保
・経営の安定性を確保するため、資金残高6億円以上（年間給水収益の約30％分）を維持します。市場環境を勘案しながら企業債を活用しつつ、
国の補助金や一般会計からの繰入金（国の基準の範囲内）の活用についても検討します。

設備維持管理システム、施設台帳システムを活用し、アセットマネジメントに基づく長寿命化を考慮した
投資計画を策定しています。今後、システムの適切な運用、維持管理の効率化を行うことで、更なる長
寿命化を目指し、投資の縮減と平準化に取り組みます。

官民連携（水道事業等包括委託業務）を先進的に推進し、経営基盤、技術基盤の強化、行財政改革に
取り組んでいます。今後とも、更なる官民連携の推進を行うことを視野に、業務範囲の拡大やWPPPの
導入など、その費用対効果等の定量的評価、定性的評価について、現状を踏まえ引き続き検討してい
きます。また、水道事業等包括委託業務とは別に、老朽管更新事業については、引き続き設計施工一
括発注方式を活用し、民間活用を推進し、工期短縮及び工事の平準化に取り組みます。

令和5年3月に策定された「岐阜県水道広域化推進プラン」に基づき、広域連携に係る検討を進めていき
ます。
本プランに基づく経営の一体化については、実現可能性を協議し、令和8年度を目途に方向性を明らか
にすることとしています。

広 域 化

目 標

令和16年度末における財源目標は、以下のとおりです。

・給水収益：料金回収率100％以上（必要な経費を水道料金で賄う水準として設定）
・企業債：企業債残高対給水収益比率400％未満
　　　　　　（令和16年度の給水人口一人当たり企業債残高137,000円／人未満）
　
・資金：現金及び預金残高6億円以上の確保（年間給水収益の約30％分）

②　収支計画のうち財源についての説明

民間の資金・ノウハウ等の活用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
（ 施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）

そ の 他 の 取 組

【リニア関連】
リニア中央新幹線については、関連事業の実施年度が不透明なことから、収支を見込んでいません。
引き続き、一般行政部局においてリニアを活かしたまちづくりを検討していることから、今後も受益者負
担の原則のもと、連携していきます。
【DX推進】
検針委託料の更なる削減（検針員不足の解消）のため、スマートメーターの導入について、検討を進め
ます。

管路以外の施設について、ダウンサイジング・スペックダウンを考慮し、検討を進めていきます。経営戦
略の次期改定では、広域化に向けた検討に伴い、既存施設の統廃合を含めた施設運用に関する見直
しを行います。また、管路についても、給水人口や給水量の減少に対応した再構築の詳細検討を行い、
ダウンサイジング・スペックダウンによる更新費用等の削減を考慮した投資計画の見直しを継続して行
います。

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）
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②　財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

強靭な水道施設を維持するために、更新事業を継続させる必要があります。
将来世代との受益と負担の公平性の観点から、企業債残高収益比率400％未満を目標に、投資額に対
する企業債充当率65％を基準とし、補助金や一般会計繰入金の状況を勘案しながら、企業債を機動的
に活用します。

現在は、国の基準に基づく繰入金のほかに、市民の物価高騰に対する生活支援策として料金改定を行
わない分の財源を、一般会計より基準外の繰入金として補填していました。今後は、独立採算制や一般
会計の財政状況等を考慮し、料金改定以後の繰入金削減を行っていきます。

令和10年度の西部テクノパークへの給水開始に伴う、水需要の増加を見込んでいます。
一方で、人口減少に伴い一般家庭水需要の減少が続く可能性が高いことから、持続的な経営を確保す
るため、上下水道事業経営審議会にご審議いただきながら、料金改定をR7年度よりR9年度にかけて各
年度10％の改定率を計画しています。さらに、計画期間後期の当年度純損失及び資金不足を解消する
ために、R12年度に料金改定を前年度比7.6％程度で見込んでいますが、改定の必要性については再
度検証するものとします。

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
改 定 等 に 関 す る 事 項

資 産 の 有 効 活 用 等 に よ る
収 入 増 加 の 取 組

施設の統廃合やスペックダウンにより、不用となる施設用地が発生した場合は、売却や有効活用につ
いても検討し、収入増加に努めます。

そ の 他 の 取 組
安定経営のための内部資金を国債等の安全資産で運用し、収入確保に役立てます。
企業債を借り入れる際には、債券市場の動向を踏まえながら機動的に借入金利を見直し、金利負担を
抑制します。

企 業 債

毎年、経営戦略の進捗管理を行い、水道利用者の目線から実施状況の評価・検証を行います。
令和12年度に水道料金の改定を見込んでいるため、令和10年度から令和11年度にかけ上下水道事業
経営審議会において、料金改定の必要性も含め見直し及び検証を行います。

料 金

繰 入 金
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経営比較分析表（令和4年度決算）
岐阜県　中津川市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置 75,401 676.45 111.47 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　「1.経営の健全性・効率性」の分析から、料金回
収率等の各種指標が旧簡水統合前と比較して悪化し
ており、経営基盤強化が急務となります。今後も、
人口減少等に伴う水道料金収入の減少、リニア関連
の設備投資、管路更新費用等の増加が見込まれるこ
とから、更なる経費削減・適正な受益者負担の検討
を進めるとともに、有収率を向上させ、経営の効率
性を高めていく必要があります。
　「2.老朽化の状況」の分析から、法定耐用年数を
超える施設が増加しているため、アセットマネジメ
ントにより耐用年数を超えても健全に使える資産を
把握し、更新費用の平準化を図りながら、計画的な
更新を実施します。また、管路の耐震化の推進など
災害に強い水道施設とすることで水道事業の経営基
盤の強化を図り、持続可能な水道事業運営に努めて
いきます。

299.19 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 79.45 98.96 3,410 74,125

全体総括

247.75

①経常収支比率は100%を下回り、類似団体平均値も
下回りました。令和4年度から開始した隔月検針の
移行調整により約1か月分の給水収益が減少したこ
とと、エネルギー価格高騰による動力費の増が影響
しています。
②累積欠損比率は継続して0%を維持しています。
③流動比率は、類似団体平均値を下回ってはいるも
のの100%を上回っており、短期的な債務の支払能力
を有しています。企業債残高が負債の多くを占めて
おり、今後も管路更新工事等の増加が見込まれるこ
とから、低い値となることが予想されます。
④企業債残高対給水収益比率は、隔月検針の開始に
よる給水収益の減と、企業債の借り入れ増による企
業債残高の増加で、昨年度までと比べ高い値となり
ました。財政のバランスをとりながら管路更新等の
事業の推進を図ります。
⑤料金回収率は、100%を下回った状態が続いていま
す。費用が給水収益以外の収入で賄われている状態
のため、適正な受益者負担の検討が必要です。
⑥給水原価は類似団体平均値を上回った状態が続い
ています。経常費用の削減のため、水道事業の広域
化など抜本的な経営の効率化を図ることが必要とい
えます。
⑦施設利用率は類似団体と比較して高い状態です。
⑧有収率の減少は隔月検針の開始により給水収益が
減少したことが影響しています。一方で施設利用率
は上昇しているため、主に旧簡水施設における漏水
が疑われます。漏水調査を実施し、計画的な管路更
新を行います。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、類似団体と比較して
低い値で推移しているものの、管路の老朽化により
増加傾向にあります。
②管路経年化率は、増加傾向にあり、類似団体平均
値を上回りました。水道管の布設時期が集中してい
たこともあり、今後も老朽化した管路が急速に増加
していきます。
③管路更新率は、類似団体と比較して低い値となり
ました。管路耐震化更新工事の一部分を、設計施工
一括発注により実施し、限られた人員・予算の中で
効率的な施工に取り組みます。

2. 老朽化の状況

47484 47849 48215 48582 48948

当該値 0.91 0.63 0.84 0.56 0.5

平均値 0.63 0.63 0.6 0.56 0.6
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当該値 0 0 0 0 0
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.70】 【1.34】 【252.29】 【268.07】

【89.76】【59.97】【174.75】【97.47】

【51.51】 【23.75】 【0.67】
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様式第2号（法適用企業・収益的収支） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円，％）

年　　　　　　度 R4年度 R5年度

区　　　　　　分 （ 決 算 ） （ 決 算 ）

１． (A) 1,627,396 1,774,709 1,796,078 1,920,176 2,081,434 2,247,406 2,253,769 2,243,838 2,401,379 2,396,698 2,377,982 2,366,989 2,355,492
(1) 1,578,969 1,716,049 1,722,104 1,870,406 2,031,664 2,197,636 2,203,999 2,194,068 2,351,609 2,346,928 2,328,212 2,317,219 2,305,722
(2) (B) 0 0 10,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(3) 48,427 58,660 63,974 49,770 49,770 49,770 49,770 49,770 49,770 49,770 49,770 49,770 49,770

２． 325,128 458,237 587,520 537,898 385,353 228,512 222,405 219,006 219,066 216,327 214,620 210,557 208,330
(1) 57,896 184,783 326,340 317,260 163,240 8,320 8,350 8,520 9,130 9,730 10,610 11,500 12,010

57,896 184,783 326,340 317,260 163,240 8,320 8,350 8,520 9,130 9,730 10,610 11,500 12,010
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(2) 265,485 271,939 259,821 219,280 220,755 218,834 212,697 209,128 208,578 205,239 202,652 197,699 194,962
(3) 1,747 1,515 1,359 1,358 1,358 1,358 1,358 1,358 1,358 1,358 1,358 1,358 1,358

(C) 1,952,524 2,232,946 2,383,598 2,458,074 2,466,787 2,475,918 2,476,174 2,462,844 2,620,445 2,613,025 2,592,602 2,577,546 2,563,822
１． 2,024,334 2,184,066 2,262,366 2,325,128 2,215,905 2,261,684 2,310,824 2,346,293 2,368,741 2,391,905 2,419,123 2,443,658 2,452,208
(1) 55,570 67,493 73,911 73,920 73,920 73,920 73,920 73,920 73,920 73,920 73,920 73,920 73,920

51,746 64,025 73,911 73,920 73,920 73,920 73,920 73,920 73,920 73,920 73,920 73,920 73,920
3,824 3,468 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(2) 1,244,512 1,339,553 1,405,457 1,513,810 1,380,030 1,380,070 1,384,530 1,381,660 1,366,190 1,353,860 1,338,160 1,326,230 1,314,580

91,574 68,636 89,861 68,700 69,710 70,850 72,200 73,190 74,260 75,470 76,290 77,300 78,360
87,019 132,961 53,274 124,340 133,130 140,260 146,000 152,030 144,720 138,840 133,720 129,880 126,010
4,069 4,493

696,263 719,539 709,002 704,030 693,710 685,450 682,800 672,930 663,680 655,990 644,570 635,500 626,640
365,587 413,924 553,320 616,740 483,480 483,510 483,530 483,510 483,530 483,560 483,580 483,550 483,570

(3) 724,252 777,020 782,998 737,398 761,955 807,694 852,374 890,713 928,631 964,125 1,007,043 1,043,508 1,063,708
２． 42,701 47,407 65,234 44,266 49,192 59,313 70,045 79,054 87,717 93,901 99,928 106,011 109,806
(1) 35,239 31,499 37,480 36,936 41,862 51,983 62,715 71,724 80,387 86,571 92,598 98,681 102,476
(2) 7,462 15,908 27,754 7,330 7,330 7,330 7,330 7,330 7,330 7,330 7,330 7,330 7,330

(D) 2,067,035 2,231,473 2,327,600 2,369,394 2,265,097 2,320,997 2,380,869 2,425,347 2,456,458 2,485,806 2,519,051 2,549,669 2,562,014
(E) △ 114,511 1,473 55,998 88,680 201,690 154,921 95,305 37,497 163,987 127,219 73,551 27,877 1,808
(F) 4,922 79,670 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(G) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(H) 4,922 79,670 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

△ 109,589 81,143 55,998 88,680 201,690 154,921 95,305 37,497 163,987 127,219 73,551 27,877 1,808
(I) 851,318 932,461 988,459 1,077,139 1,278,829 1,433,750 1,529,055 1,566,552 1,730,539 1,857,758 1,931,309 1,959,186 1,960,994
(J) 1,017,854 1,341,310 1,094,659 1,149,530 1,135,560 1,050,792 1,005,264 918,962 1,024,755 1,034,845 949,240 912,244 820,754

231,127 406,813 143,509 155,867 169,305 183,136 183,667 182,839 195,967 195,577 194,018 193,102 192,144
(K) 815,293 907,217 821,589 505,527 680,304 716,919 703,476 745,362 318,546 335,978 356,142 277,117 277,117

242,160 225,462 222,045 233,209 262,796 277,550 313,653 369,673 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

236,641 681,755 599,544 272,318 417,508 439,369 389,823 375,689 318,546 335,978 356,142 277,117 277,117
( I )

(A)-(B)

(L) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

(M) 1,627,396 1,774,709 1,786,078 1,920,176 2,081,434 2,247,406 2,253,769 2,243,838 2,401,379 2,396,698 2,377,982 2,366,989 2,355,492

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

(N) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

(O) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

(P) ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

R16年度

収

益

的

収

支

収

益

的

収

入

営 業 収 益
料 金 収 入
受 託 工 事 収 益

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

長 期 前 受 金 戻 入

R12年度 R13年度 R14年度 R15年度

そ の 他
営 業 外 収 益

補 助 金
他 会 計 補 助 金
そ の 他 補 助 金

そ の 他
収 入 計

収

益

的

支

出

営 業 費 用
職 員 給 与 費

基 本 給
退 職 給 付 費
そ の 他

経 費
動 力 費

特 別 利 益

修 繕 費
材 料 費
受 水 費
そ の 他

減 価 償 却 費 等
営 業 外 費 用

支 払 利 息
そ の 他

支 出 計
経 常 損 益 (C)-(D)

う ち 未 払 金

特 別 損 失
特 別 損 益 (F)-(G)
当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)
繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金
流 動 資 産

う ち 未 収 金
流 動 負 債

う ち 建 設 改 良 費 分
う ち 一 時 借 入 金

―

地方財政法施行令第15条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (A)-(B)

― ― ― ― ― ―累 積 欠 損 金 比 率 （ ×100 ） ― ― ―

健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（N）/（P）×100)

― ― ―

地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

(（L）/（M）×100)

健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た
資 金 の 不 足 額

健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る
解 消 可 能 資 金 不 足 額

健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た
事 業 の 規 模
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様式第2号（法適用企業・資本的収支） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円）
年　　　　　度 R4年度 R5年度

区　　　　　分 （ 決 算 ） （ 決 算 ）

１． 322,100 532,600 801,000 635,400 997,300 1,076,200 934,900 911,600 783,100 831,000 888,400 690,200 690,500

２． 107,501 155,982 225,008 77,930 69,140 60,590 49,300 42,850 36,980 32,860 25,260 14,000 13,520

３．

４． 2,569 14,091 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

５．

６． 44,566 46,208 45,700 12,500 52,500 21,100 51,600 37,400 12,400 12,500 12,500

７． 1 1

８． 128,418 257,683 214,468 13,200 6,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000

９． 175,500

(A) 605,154 1,006,565 1,469,677 747,030 1,132,940 1,177,890 1,055,800 1,011,850 852,480 896,360 946,160 724,200 724,020

(B) 24,200 30,490 86,100

(C) 580,954 976,075 1,383,577 747,030 1,132,940 1,177,890 1,055,800 1,011,850 852,480 896,360 946,160 724,200 724,020

１． 1,085,809 1,494,044 1,720,637 1,089,270 1,670,029 1,757,474 1,559,291 1,502,753 1,274,182 1,343,910 1,424,568 1,108,466 1,108,466

22,114 23,064 23,795

２． 252,339 242,160 225,462 222,045 233,209 262,796 277,550 313,653 369,673 428,075 483,580 525,500 576,640

３．

４．

５． 100

(D) 1,338,248 1,736,204 1,946,099 1,311,315 1,903,238 2,020,270 1,836,841 1,816,406 1,643,855 1,771,985 1,908,148 1,633,966 1,685,106

(E) 757,294 760,129 562,522 564,285 770,298 842,380 781,041 804,556 791,375 875,625 961,988 909,766 961,086

１． 728,129 735,929 532,032 478,185 770,298 842,380 781,041 804,556 791,375 875,625 961,988 909,766 961,086

２．

３． 29,165 24,200 30,490 86,100

４． 0 0

(F) 757,294 760,129 562,522 564,285 770,298 842,380 781,041 804,556 791,375 875,625 961,988 909,766 961,086

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(G)

(H) 2,987,739 3,363,379 3,938,917 4,352,272 5,116,363 5,929,767 6,587,117 7,185,064 7,598,491 8,001,416 8,406,236 8,570,936 8,684,796

○他会計繰入金 （単位：千円）
年　　　　　度 R4年度 R5年度

区　　　　　分 （ 決 算 ） 決 算

57,896 184,783 326,340 317,260 163,240 8,320 8,350 8,520 9,130 9,730 10,610 11,500 12,010

28,312 34,783 26,340 17,260 13,240 8,320 8,350 8,520 9,130 9,730 10,610 11,500 12,010

29,584 150,000 300,000 300,000 150,000

110,070 170,073 233,008 85,930 77,140 68,590 57,300 50,850 44,980 40,860 33,260 22,000 21,520

110,070 170,073 233,008 85,930 77,140 68,590 57,300 50,850 44,980 40,860 33,260 22,000 21,520

167,966 354,856 559,348 403,190 240,380 76,910 65,650 59,370 54,110 50,590 43,870 33,500 33,530

R16年度

資

本

的

収

支

資

本

的

収

入

企 業 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 出 資 金

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

工 事 負 担 金

R12年度 R13年度 R14年度 R15年度

他 会 計 補 助 金

他 会 計 負 担 金

他 会 計 借 入 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

固 定 資 産 売 却 代 金

そ の 他

計

(A)のうち翌年度へ繰り越さ
れる支出の財源充当額

純 計 (A)-(B)

他 会 計 へ の 支 出 金

そ の 他

計
資本的収入額が資本的支出額に
不足する額     　　    (D)-(C)

補

塡

財

源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 返 還 金

補 塡 財 源 不 足 額 (E)-(F)

他 会 計 借 入 金 残 高

企 業 債 残 高

R6年度 R15年度 R16年度

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度R7年度

資 本 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計

R14年度
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布設年月日 昭 和 33 年 5 月 1 日

給水人口 73,281人

計算期間 自:令和7年度　至:令和11年度

（５年間）

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

料金対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

1,716,049 10,497,773 10,497,773

0 0

58,660 248,850 0 248,850

1,774,709 10,746,623 0 10,746,623

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

料金対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

0 0 0

諸 手 当 0 0 0

福 利 費 0 0 0

32,612 168,494 168,494

24,229 126,767 126,767

719,540 3,438,920 3,438,920

0

24,138 126,773 126,773

800,519 3,860,954 0 3,860,954

給 料 0 0 0

諸 手 当 0 0 0

福 利 費 0 0 0

1,473 7,652 7,652

0

0

0

0

1,473 7,652 0 7,652

給 料 25,924 149,795 149,795

諸 手 当 15,310 88,464 4,583 83,881

福 利 費 8,206 47,408 47,408

36,024 186,156 186,156

108,733 568,993 568,993

0

249,349 1,310,586 1,310,586

443,546 2,351,402 4,583 2,346,819

料 金 (X)

原価計算表

収　　入　　の　　部

項 目

金　　　　　　　　額

給 水 装 置 工 事 費

そ の 他

合 計

支　　出　　の　　部

項 目
金　　　　　　　　額

原
水
及
び
浄
水
費

人
　
件
　
費

給 料

動 力 費

修 繕 費

受 水 費

減 価 償 却 費

そ の 他

小 計

浄
水
及
び
送
水
費

人
　
件
　
費

浄 水 用 薬 品 費

電 力 費

修 繕 費

減 価 償 却 費

そ の 他

小 計

配
水
及
び
給
水
費

人
　
件
　
費

電 力 費

修 繕 費

減 価 償 却 費

そ の 他

小 計
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　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

料金対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

支　　出　　の　　部

項 目
金　　　　　　　　額

給 料 0

諸 手 当 0

福 利 費 0

0

0 0

0 0 0 0

給 料 7,274 42,028 42,028

諸 手 当 4,876 28,182 28,182

福 利 費 2,375 13,725 13,725

284 1,530 1,530

0

55 255 255

0

0 0 0

0 0 0

31,498 265,220 39,173 226,047

713,659 4,050,134 11,929 4,038,205

210,007 1,103,718 1,103,718

970,028 5,504,792 51,102 5,453,690

2,215,566 11,724,800 55,685 11,669,115

121,000

11,790,115

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 89.04

＜料金水準についての説明＞

給
水
装
置
工
事
費

人
　
件
　
費

材 料 費

そ の 他

小 計

総
係
費

人
　
件
　
費

備 品 費

消 耗 品 費

通 信 運 搬 費

光 熱 費

修 繕 費

公 課

支 払 利 息

　　料金算定期間をＲ７年度からＲ１１年度の５年間として試算した。
　料金については、R７年度からR9年度にかけて毎年度10％の段階的な料金改定を見込み試算したところ、料金収入と資産維持費を（減価償
却費の３％）含む料金対象経費の割合は、89.04％となった
　この割合を100％以上とするためには、料金収入が約1,292,342千円不足する。料金改定率は、12.31％必要である。
　また、収支計画見直し時には、R12年度の料金改定の必要性を検討することとする。
　料金改定率については、計画最終年度の資金残高が給水収益の30％程度となる額をもとに算出した。

１　投資・財政計画計上額（Ａ）欄は、直近の料金算定期間内における平均値を記載すること。
２　起債償還額が減価償却額を超えるときは，当分の間，その差額を一般管理費のその他の欄に記載して差し支えないこと。
３　資産維持費は、将来の更新需要が新設当時と比較し、施工環境の悪化、高機能化（耐震化等）等により増大することが見込まれる場合
に、使用者負担の期間的公平等を確保する観点から、実体資本を維持し、サービスを継続していくために必要な費用（増大分に係るもの）を、
適正かつ効率的、効果的な中長期の改築（更新）計画に基づいて算定し、計上するもの。そのため、資産維持費（Ｚ）欄は、「水道料金算定要
領」（公益社団法人日本水道協会）を参考に、所有している資産の規模、経営環境等の実情に応じ、料金算定に適切に反映すべき費用を記載
すること。

減 価 償 却 費

そ の 他

小 計

合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）

料 金 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）
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